
桜門

との

山

その

る山

の活

及び

ょう

す。

２

の準

こと

立

した

も学

多大

いす

最

 
  

平成

９

  

  

１

  

門山岳会・山

の交流も出来

山岳部も久々

の中で、飯田

山岳部の存在

活躍も特筆す

び各支部で奮

う。伝統ある

 
２０１３年は

準備等案件が

とは借りを作

立正大ＯＢ竹

たが、山が有

学生支援部へ

大なるサポー

する次第です

最後に本年が

     

成２４年度

９月２５日（

・学生の山

・秋季天幕

・マラソン

０月３０日

・学生の山

桜門

山岳部も「復興

来ました。 
々に２桁の部

田 CLの JA
在感をアピー

すべきではな

奮闘されてい

る日本大学山

は春に学生の

が目白押しで

作る事・生き

竹内氏による

有る限り今後

へ移行後予算

ートが必要な

す。 
が皆さまにと

     

度 理事・評

（火）千石部

山行報告： 

幕懇親会につ

ン大会及び神

（火）千石

山行報告：１

山岳会

興をめざす

部員数になり

AC学生部ザ
ール出来たの

ないでしょ

いる多くの

山岳部・桜門

のヒマラヤ遠

です。それら

きることは借

る八千メー

後も新たな挑

算の減少に

な時代に成っ

とって幸多き

     

評議委員会

部室（出席者

計画及び学

いて。 
神奈川大学校

石部室（出席者

０月１７日

会短信

東北の高校

り例年にな

ザンスカール

のではないで

うか。日本の

OB の方々
門山岳会を支

遠征、新入部

らの案件を進

借りを返す

トル峰１４

挑戦、スポー

より活動が

って来ました

き年となりま

     

会報告 
：原田、大谷

生部ザンスカ

内でのフリー

者：山本、原

～１９日冬山

 １６

校生富士登山

く活発な活

ル遠征に参加

でしょうか

の山岳界を

々の活動は新

支えてこられ

部員５名以上

進める為には

こと」と言

座も成功し

ーツとしての

が厳しく成っ

た。ＯＢ各位

ます事をお

     

谷、古野、若

カール遠征帰

ークライミン

原田、高澤、

山での北鎌残

１号

山」にボラン

動が出来る

加、初登頂す

。（日大新聞

リードして

新たな年に成

れた OBの方

上の獲得、再

は資金力が欠

われた様で

し今後の目標

の登山が脈々

っていますの

位に於かれま

祈り申し上

    

若林、学生）

帰国、来春学

ングコンペ。

、大谷、古野

残置器具撤収

  ２０１

    

新年

会員、部

お喜びを申

昨年は東

われました

っては政府

感が感じら

しょうか。

ボランティ

を実感した

ティアとし

様に成りま

することが出

聞、朝日新聞

いる神崎日

成っても引き

方々の更なる

再来年の山岳

欠かせませ

す。 
標は何なのか

々と湧き出て

ので次世代を

ましては今後

上げます。 

     

 
学生ネパール

 
野、学生） 
収。 

３年（平成２

     

を迎えて

桜門山岳会

部員の皆さま

申し上げます

東日本大震災

たが、被災

府の対応に今

られなかった

然し乍全国

ィア活動を通

た方も多かっ

して参加、被災

ました。 
出来ました

聞に掲載）ま

山協会長、

き続きご活躍

るご活躍を祈

岳部創部９

せん。或る著

かを模索する

てくると思

を担う山岳部

後もご支援

     

ル遠征につい

２５年)１月発

     

て 
会会長 原田

ま謹んで新年

す。 
災復興元年

された方々

今一つスピ

たのではな

国の人々の応

通じ絆の大切

ったと思い

災地の若い

し大学側に

また、OB
尾上 JAC
躍される事

祈念する次

０周年イベ

名人が「生

る時代に成

います。山

部学生諸君

を賜りたく

     

いて。 

発行 

      

田 洋    

年の

と言

にと

ード

いで

応援、

切さ

ます。 
人々

対す

各位

会長

でし

第で

ント

きる

りま

岳部

への

お願

    



  

  

  

１

  

  

  

  

  

 
訃報

北極

心か

  

天幕

参加

のみ

 
＜Ｏ

高山

し）、

孫さ

原田

中川

古野

 
＜学

横山

須郷

 

・ザンスカ

・来年のス

・新年会の

１月２８日

・学生の秋

・学生の春

・短信１６

・新年会の

・スキー懇

報 
極遠征に医師

からご冥福を

    
幕懇親会報告

加者）２４名

み（宿泊無し

ＯＢ１３名＞

山、大城、川

、川崎夫人

さん、高緑、 
田、 望月、岸
川、中川夫人

野、  

学生９名＞飯

山、山浦、池

郷、賀来 

カール遠征報

スキー懇親会

の案内、往復

（水）フェ

秋山合宿、及

春山ネパール

１号１２月

の件（１月２

懇親会（啄木

師として参加

をお祈り申し

告 
名、立ち寄

し）４名。 

＞石坂、中嶋

川崎（宿泊

、娘さん、

平戸、古畑

岸田、 村木
人、大谷、 

飯田、関、 
池田、金原、

報告会につい

会（２月１６

復ハガキにて対

ニックス喫茶

及び初冬合宿

ル遠征計画（

２７日発送

２日火曜日

木鳥山荘）の件

加された川久保

上げます。連

り

嶋、

無

お

、

、 

 

て、学生のア

日～１７日啄

対応。 
茶店（出席者

（八峰尾根）

アイランドピ

（古野事務所

第一ホテルア

件。 

保芳彦ＯＢ

連絡先：川久

アイランドピ

啄木鳥山荘）

者：原田、高

）について。

ピーク）につ

所にて） 
アネックス

（１９４９年

久保延子様

 

 
 

ピーク遠征に

）について。

高澤、大谷、

。冬山合宿は

ついて。 

トラットリ

年入部／医）

について。 
 

古野） 
は現在の所未

リア ラ・パ

が１１月２

未定。 

パランツァ）

２日ご逝去さ

 

されました。 



今年

今宵

夕

杯、

小生

いた

居並

記憶

部で

と廻

曇節

山の

や寄

手が

夜穂

も経

終わ

が消

東

っと

こ

や古

す。

  

年は今一つ目

宵の宿、山研

夕食はＯＢ原

学生時代の

生の現役の時

たようです。

並ぶ先輩方と

憶は今も懐か

で歌われたの

廻して歌い繋

節は大正昭和

の名などを読

寄って来い安

が入る。「安曇

穂高のワサビ

経験ありそう

わるとサブリ

消える」チョ

東の山の端あ

と寂しいんじ

この度の天懇

古野理事長の

最後に平成

注：

 ↑焼岳頂

目の覚める様

研のロッジが

原田会長、古

の山の話に弾

時代、昭和３

春は、新人

との交流、秋

かしくも鮮や

のか知りませ

繋いで行くの

和にかけて現

読み込んだも

安曇の踊り、

曇踊りと三

ビとなりて、

うな徳本峠越

リーダーが

ョコサイコラ

あたりから空

じゃないかな

懇では焼岳登

の心のこもっ

成２５年度の

：安曇節の事

頂上にて→ 

２０１

 
日大

幕懇親

久々の

日の

錦繍に

様な紅葉は見

がひっそりと

古野理事長、

弾み、はしゃ

３０年初頭で

人部員に山の

秋の夜のキャ

やかに残って

せんが、焚火

のが面白くも

現在の安曇野

ものが多くみ

田から畑か

カ月様は、次

京の小町を

越えで「徳本

「さあ～日本

ラホイ。 
空が白んでや

な？当時は信

登山にも挑戦

った温かい心

の皆さまのご

事についての

１２年秋季天

大山岳部・桜

親会を実施す

の秋の上高地

日程で、２１

に覆われ、

見られず残念

と建っていま

監督の大谷

ゃぎ、大いに

では、春は新

の魅力、楽し

ャンプファイ

ています。こ

火を囲んで輪

もあり、また

野、豊科松川

みられます。

から野山から

次第々々に

を泣かせたや

本峠でチョツ

本アルプス、

やがて赤く染

信州出身の先

戦しましたが

心遣いに感謝

ご健康、ご活

の記述は蜂谷

天幕懇親会に

桜門山岳会短

する」の案内

地も好かろ

１日は百名山

さぞ素晴ら

念。人々であ

ました。 
谷君等と学生

に弾論する

新入部員歓迎

しさをアピー

イアー、満点

こんな席で必

輪になり、先

た自分の番に

川の百姓農民

。天懇では

ら々々」この

丸く成る」

や、泣かせた

ツと冷麦の、

、夜はほのぼ

染まってく

先輩が多く

が体力、気力

謝。大谷監督

活躍をお祈

谷 緑著書

に参加して

短信に上高地

内を頂き、又

うと参加さ

山の一つ焼岳

しい紅葉が

あふれる河童

生さんによる

その姿は昔

迎の懇親会で

ールするモテ

点の星空の下

必ず歌われ

ず先輩、多分

にはどんな歌

民たちの間で

一番目には

の後に、チョ

チョコサイ

たや」チョコ

、箸で指さす

ぼのと、明け

る。昨今の天

いたからだ

力伴わず頂上

督には大変世

り致します

「常念の見

（天幕懇親会

昭和３

地の日本山

又同期の中嶋

せて頂きま

岳登山とあ

みられると

童橋を渡り林

る手料理を

昔と余り変わ

で入笠山、秋

テモテパーテ

下で歌い、飲

たのが「安曇

分チーフリー

歌詞にしよ

で流行し、そ

は必ずこの歌

ョコサイコラ

コラホイ。

コサイコラホ

す穂高岳、穂

けて踊りの明

天懇では安曇

だろうか？ 
上はかない

世話をかけ

す。 
える町」安

会と安曇節）

３年法学部

岳会山岳研

嶋 啓氏から

ました。１０

ります。こ

と楽しみにし

林の中を行

ご馳走にな

わりません。

秋は日光光徳

ティー、秋

飲み且つ大い

曇節」でし

ーダーが口火

うか緊張し

その歌詞は素

歌詞から始ま

ラホイと言

中には艶っ

ホイ。また昔

穂高岳」順番

明けて踊り

曇節などで

ませんでし

てしまい、有

安曇野抄から

 

 
部卒 高山公

研究所で「秋

らも誘いを頂

月２０日・

の時期上高

していました

くこと５分

り、ビール

天懇と言え

徳沼が定着

は赤鬼、青

いに語りあ

た。いつ頃

火を切って

したものです

素朴な自然風

まります。「

う囃子の合

ぽい歌詞で

昔ＯＢの方

番に廻して

の輪が消え

で無いとか、

したが、原田

有難うござ

ら抜粋。 

明 

の天

頂き、

２１

地は

たが、

余り、

で乾

えば、

して

鬼の

った

から

次々

す。安

風物、

寄れ

いの

で「一

々で

歌い

る輪

ちょ

会長

いま



学生

２０

目的

山域

期間

 
メン

  

  

日程

12月
 

1

  

 
２０

場所

期間

メン

  

  

  

行動

１０

１１

生の活動

０１２年度 
的）東鎌尾根

域）北アルプ

間）平成２４

（移動日

ンバー）4年 
   3年 
   2年 

1年 
程） 
月 26日（水

27日（木
28日（金
29日（土
30日（日
31日（月
月 1日（火

2日（水
3日（木

 4日（金
5日（土
6日（日
7日（月
8日（火

０１２年度 
所）北アルプ

間）１０月３

ンバー) ４年
   ３年

   ２年

   １年

動概要 
０月３１日 
１月 １日 雨

動報告 
冬山合宿計

根からの槍ヶ

プス 燕岳～

年１２月２

1日、実働

 CL飯田祐
  SL関洸哉
 山浦祥吾 
 池田祥子、

水）新宿（高

木）穂高駅（

金）CS1～合戦
土）CS2～大天
）CS3～赤岩
）CS4～水俣
火）CS5～槍

中崎尾根

）CS6～槍平
）予備日 
）予備日 
）予備日 
）予備日 
）予備日 
）予備日 

秋山合宿報

プス表銀座 
１日～１１

年 ＣＬ飯田祐
年 ＳＬ関洸哉
年 山浦祥吾 
年 池田祥子・

新宿

雨後雪 穂高
中

中房

って

計画 
岳登頂 
大天井岳～槍

６日（水）

働 7日、予備

祐一郎 
哉、横山裕 

、賀来素直、

速バス）～松

タクシー）～

戦小屋～燕山

天井岳～大天

岩岳～ヒュッ

俣乗越～ヒュ

ヶ岳山荘～槍

根上 p2388過
平小屋～新穂

報告 

月８日 
祐一郎 
哉・横山裕 

・賀来素直・

宿～松本～穂

高駅～中房温

中房温泉に着

房温泉～合戦

ている。合戦

槍ヶ岳 
～平成２５年

日 6日） 

、金原守人、

松本駅～穂高

～宮城ゲー

山荘 CS2 
天荘 CS3 
ッテ西岳 CS
ュッテ大槍 C
槍ヶ岳～槍ヶ

過ぎの雪田 C
穂高温泉 

・金原守人・

穂高駅 問

温泉～燕山

着くと雨が

戦小屋まで

戦小屋から

年１月８日

須郷直也

高駅    

ト～中房温泉

S4 
CS5 
ヶ岳山荘～千

CS6 

須郷直也

題なく穂高

荘ＣＳ 
降っていた

は急登か続

は森林限界

（火） 

     

泉～第二ベン

千丈沢乗越～

高に到着。新

た。しばらく

続く。一年生

界という事も

     

ンチ CS1 

～ 

新宿との気温

様子を見た

生は３５キロ

もあり、強い

 

温差が激しい

たのち、行動

ロ程度を背負

い横殴りの風

い。 

動を開始する

負い頑張って

風を受けなが

る。

て登

がら



１１

１１

１１

１１

１月２日 雪

１月３日 晴

１月４日 晴

１月５日 晴

の行

が強

雪 燕山

前

濃い

燕岳

晴れ 燕山

朝

を開

裕を

蛙岩

かせ

二つ

い行

れて

分っ

確認

晴れ 大天

予

は天

ドに

本番

鎌尾

一年

する

晴れ 西岳

 西

バー

に到

ンを

いた

行動となった

強くなり、雪

山荘ＣＳ～燕

前日の降雪

いガスに包ま

岳往復を行

山荘ＣＳ～大

朝、天候が不

開始する。今

を持っての行

岩は夏道を使

せる。大天井

つに分けて行

行動しても

て先に進む

っていた。話

認してから現

天荘ＣＳ～西

予想以上の晴

天幕可能地

に切れ落ちて

番の冬合宿で

尾根が良く見

年生の技術的

る事に決定す

岳ヒュッテ

西岳からの下

ースを２か所

到着する。水

を外して一気

た。徳沢か

た。燕山荘

雪も本格的

燕岳～燕山

により一夜

まれていた

う。 
大天井岳～

不安定だっ

今日の行動

行動となっ

使いトラバ

井の直登で

行動した。

らった。夜

か、引き返

話し合った

現場判断を

西岳ヒュッ

晴れとなっ

が２つ程あ

ている場所

ではトラバ

見え、夜の

的問題や天

する。 
ＣＳ～水俣

下りは梯子

所程計画し

水俣乗り越

気に下る。

らは明神、

荘周辺には１

に降ってき

荘ＣＳ  
にして３０

ので、停滞

大天荘ＣＳ

たのでしば

は、出発前

た。燕山荘

ースで通過

は、池田と

池田に飯田

夜の反省会時

返すかで話し

結果、リミ

行う事にす

テ 
た。西岳に

った。赤岩

所があったが

ースの連続

反省会では

候、そして

乗り越し～

・鎖場の連

ている。い

越しまでには

雪が締まっ

上高地と競

０センチ程

た。 

～４０セン

を決める。午

  
ばらく様子を

前から大天荘

荘からは終始

過。初冬を終

その他の一

田・横山が付

時では、これ

し合った。ま

ットや計画

する。 

に向けて行動
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荘までないからである。 
ＢＣ周辺に戻り天候の様子を見る。10時 30分頃から天候が安定してきたので、
テント内でビーコンの操作説明を再度行いＢＣにて雪訓を行う。初めにＦＩＸを９

ピッチ伸ばしＦＩＸの再確認を行った。ＦＩＸ訓練を終えると次はビーコン捜索訓

練に取り掛かった。下界では練習を行っていたものの、実地となるとやはり勝手が

違うようで、悪戦苦闘していた。一番遅い者で、埋没者も掘り出すのに３５分近く

かかっていた。その流れで埋没訓練を行った。いかに捜索の迅速化が重要であるか

を十分に理解出来たと思う。 
１２月２日 晴れ 
唐松岳アタック  

八方池ＢＣ～唐松岳～八方池ＢＣ～ＢＣ周辺～八方池ＢＣ 
前日の悪天候とは打って変わって、綺麗な星空を眺めながらの行動開始となる。

唐松岳までは特に問題点もなく行動を行う。頂上山荘では立教山岳部と会った。

坦々と山頂を踏み、ＢＣに戻る。ラッセルは終始膝下程度。ＢＣに戻った所で時間

が余っていたので雪訓を行う。ＦＩＸ訓練を重点的に行い、１２ピッチ程行った。

ＢＣに戻るとテントの整地を再度行い、風防も強化しなおした。夜の反省会では、

なかなか改善されない出発時間の遅れについて、一年生は上級生からきつい言葉を

受けていた。 
１２月３日（月） 

曇り 
八方池ＢＣ～八方池～ＢＣ周辺～14:00八方池ＢＣ 
撤収をしてからの行動となった。八方池山荘にて関・賀来と別れる。往復組は引

き続き行動を続ける。最初の一往復は全員で行い、二本目は飯田と山浦で須郷・金

原を挟み、横山は池田と共に行動を行った。飯田・山浦組で往復 40分、横山・池
田ペアで 55分ほどかかった。しばらく休憩をし、行動を続行する。予定では三往
復であったが、予定を変更して三往復目を止め、八方ケルンまで一度降り、そこか

らツェルト搬送訓練を行った。 
まずは八方ケルンから５０ｍツェルトに包んだ要救を降ろし、さらに降ろした場

所から八方ケルンまで一年生３人にて搬送を行わせた。八方ケルンでしばらく休ん

だのち、今度はＢＣまでツェルト搬送を行う。一年生はチームワークと体力強化を

意識出来たと思う。ＢＣ周辺にてゾンデ捜索を行い、本日の訓練を終了した。 
１２月４日 
往復訓練  
曇り後吹雪 

八方池ＢＣ～八方池山荘～八方池ＢＣ 
前日と同様に撤収を行ってからの出発となる。朝からガスが濃く、風も強い。様

子を見ながら一往復目を行う。八方池山荘にて山浦と別れた。往復組はＢＣへと向

かう。一回目の往復が終了する頃だんだんと天候が悪化し始め、時間はまだ 9時前
であったが天幕を決める。10 時頃からは本格的な吹雪となり、テント周りの除雪
を行う。風向きが変わったのか、除雪は一回ですみ、夜も風は強いものの雪は強く

なかった。 
１２月５日 下山 
風強い雪 

八方池ＢＣ～ウサギ平 
朝から風が強く、雪も多い。人数が少なさや、天候が悪い事もあり、出発時間が

20 分遅れる。ラッセルは腰程度まであり、多い所で胸近くあった。飯田と横山で
交代しながら下山する。八方池山荘にて須郷のパッキングをやり直す。ここで隊を

横山・池田・金原と飯田・須郷に分ける。横山組に先にいかせ、飯田組ペアはパッ

キングを直した後追いかける。八方池山荘からはトップでのラッセルを一年生にも

行わせた。黒菱平に着く頃には一年生はヘトヘトになっていた。黒菱平からはスキ

ーヤーが多くいるので、一列になり慎重にゴンドラ乗り場を目指す。 



初冬合宿・総括 
今回の合宿では、冬山に向けての訓練並びに冬山における体力、技術の最終確認を目的としており、一年

の中でも非常に重要な合宿である。今回の合宿を振り返ってみると、後者の確認という面では非常によく行

えた合宿であったと思う。しかし、前者の訓練という面では、しこりの残る部分がいくつかある。最大の問

題点は、出発時間の遅れである。この問題は夏合宿から反省にあがっているが、一年生にはいっこうに変化

が見られない。ここまでくると、今ある現状が彼らの限界なのかと、上級生も妥協しそうになってしまうく

らいだ。正直、私自身は朝の５分程度なら行動自体にさほど大きな影響はないと考えている。しかし、それ

でいても、決められた時間に間に合わせる事の重要性には大きな意味があり、朝、出発時間に間に合わない

という事は、その後の行動に対しての影響というよりも、決められた事を守れない。全力で物事に取り組め

ない。といった事と繋がってくると思う。ましてや一年生は、20分 30分遅れるのではなく、5分や 10分
といった、努力次第でどうにでもなる遅刻をしている。これはまさしく、決められた事を守れない。全力で

物事に取り組めない。といった事と同じであると思う。今の一年生は、技術による遅刻をしているのではは

く、ハートつまり、やる気や精神的、そして物事に取り込む姿勢といった部分に問題があるように思える。

これは、上級生の力にも限界があり、最終的には本人次第の問題となってくる。冬合宿に向けて、一年生は

自分自身と深く向き合ってみてもらいたい。その反面、ロープワークは良くできていたり、ＦＩＸも実戦で

行えるようなくらいにスムーズに行えていたりと、成長を垣間見る事も出来た。この成長が出発時間の遅れ

等のミスによって隠れてしまっている事が残念でならない。一年生には、冬合宿に向けて何が足りず、何を

補えばよいのかを、先ずは自分自身で考えてみてもらいたい。冬合宿まで残り数週間、上級生と一年生、真

剣に向き合っていきたいと思う。（飯田・記） 
 

ザンスカール遠征隊報告 

《隊の名称》 

２０１２年 日本山岳会学生部ザンスカール遠征隊 

ＪＡＣ Ｓｔｕｄｅｎｔ Ｚａｎｓｋａｒ Ｅｘｐｅｄｉｔｉｏｎ ２０１２ 

《目的》 

インドヒマラヤ ザンスカールの未踏峰ＫＨＵＴＰＡ ＫＡＮＧＲＩ(6,165m)及び PT6045(6,045m)の初登頂 

 

《期間》 

２０１２年８月１５日（水）～９月２９日（土）４６日間 

 

《隊の構成》 

隊長１名・学生４名・リエゾンオフィサー1名・スタッフ 8名 

 

《登山隊本部》 

公益社団法人日本山岳会 学生部 

担当理事：古野淳 〒105-0004 東京都港区新橋 6-22-8 尾島ビル 5階  

㈱ウェック・トレック内 

 

《スポンサー》 

・ザ・ノース・フェイス 第 1回海外エクスペディション支援プログラム 

”ＴＨＥ ＮＯＲＴＨ ＦＡＣＥ ＯＶＥＲＳＥＡＳ ＥＸＰＥＤＩＴＩＯＮ ＦＵＮＤ” 平成２４年採択登山隊 

・日本山岳会 第 27 回海外登山基金助成登山計画 平成２４年度 
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命名へ」  

（以下、

遠征隊」が今

ＴＰＡ ＫＡ

とを決めた。

にも、インド

将来的には地

請すれば、登

バー全員で話

 
横山（学年

浦（学年３年

田、須郷（学

松の両名につ

部員紹介  

 宝迫哲

    1 年 

科 商学/商

  横浜市

校 桜美林

活 バトミ

大会 

部マラソン大会

皇居外苑 

直、金原守人

 

右朝日新聞記

今秋、（～中

ＡＮＧＲＩ

現地の言葉

ド登山財団

地図に掲載さ

登頂者が命名

話し合い名前

年４年） 
年） 
学年２年）、賀

つきましては

哲史 

 

商業 

市 

林高校 

ントン 

会 

人、須郷直也

記事から抜粋

中略）初登頂

（クツゥパ

葉で「可能性

（ＩＭＦ）か

される。無名

名できるこ

前を決めた

賀来、金原

は事情によ

也 

粋） 

頂

・

性

か

名

と

と

、宝迫（学

り退部。１

（
１
２
月
１
１
日
付
） 

学年１年） 
年部員の宝

朝
日
新
聞
夕
刊 
→ 

宝迫哲史、１

 
東丹沢

１１月

鍋割山・

（撮影・

１１月に入部

 

日帰り山行

月２９日 
・塔が岳 

大谷監督）

部。 

行



日本

期 

場 

参加

富士

期 

場 

参加

 

本山岳会学生

間） １１月

 所） 神奈川

加者) 関洸哉

士山個人山行

間）１０月

所）須走口

加者）大谷監

生部クライミン

月１１日 

川大学 

哉、横山裕、賀

行①  
月１３日  
口往復 
監督、池田、

 
 
    
 

ング大会 （第

賀来素直、金

金原、須郷

関君

第１回学生部

金原守人、須

 

郷、賀来 

関 洸哉

横山  裕

、横山君

部クライミング

須郷直也 

 

哉君     
裕君    

君 就職

富士山

期 間

場 所

参加者

須走口

須走口

グ大会） 

↓ 写

 警視庁 
郵船トラベ

決定おめ

山個人山行②

間） １１月

所）  須走口
者） L 大
口駐車場～新

口駐車場 帰

写真 左：横山

ベル株式会社

めでとう

②  
月１５日 
口ルート 
大谷監督、関

新六合目 7：
帰着 14：00

山、右：大谷監

社 

う！！！ 

関洸哉、横山

10～本８合
0 

監督 

山裕 
合目 12：155～



  

少

私

われ

 山

おり

 そ

穂高

に入

シャ

 ま

素晴

叫び

の仲

階の

下の

 夏

張り

伯文

猟師

 向

バイ

した

や源

のザ

でし

のよ

カン

 こ

当時

 １

ンテ

 翌

する

以

会

の講

    

少しばかり昔

私の兄が大阪

れたのが最初

山頂から縦走

ります。その

そして私が日

高涸沢へ新人

入ったら黒い

ャフトが木製

まず池の平で

晴らしい景色

びました。ふ

仲間ですが、

の窓から入り

の急な雪渓を

夏合宿は剱岳

りです。他の

文蔵が雇われ

師がキジを撃

向かいの雪渓

イには太い針

た。長次郎雪

源次郎尾根で

ザイルを通し

したが古くな

ようにナイロ

ン、ナイロン

この合宿でふ

時は交通事情

１１月、恒例

テクニックの

翌１５年４月

る山行参加し

以前、日本山

の広報誌に掲

講演会の書き

 

 

私

     

昔の話をいた

阪商大山岳部

初です。この

走路に向かい

の帰りに単身

日大山岳部で

人ふたりが、

いゲートルを

製の門田のも

でグリセード

色でした。北

ふた声ずつ叫

思い出に残

り暗い寒い一

を恐れながら

岳です。大部

の入山者は見

れていました

撃つ時しゃが

渓でのグリセ

針金がありま

雪渓を下る時

です。ここの

し二重にたら

なり鉄のもの

ロンではない

ンザイルのな

ふるいにかけ

情が悪く南ア

例の富士合宿

の練習です。

月２９日から

しました。二

山岳会の総会

掲載されまし

き起こしを掲

温故

私の登山・

    

たします。 
部にいたので

の時ネールブ

い馬の背をビ

身で道後山に

で本格的に指

のちに有望

を着用するの

もの、ヤッケ

ドとアイゼン

北穂沢を見上

叫ぶのが決ま

残るシーンで

一夜を過ごし

らも下り無事

部隊で大雨の

見当たりませ

た。薪や水は

がむところか

セードはとく

ました。今で

時は古い部員

の二峰に懸垂

らすため鉄の

のに日大が取

いから苦労し

ない時代です

けると言われ

アルプスは余

宿には翌年と

頂上直下は

ら５月４日

二峰東壁です

会において本

した。この度

掲載させてい

故知新

戦前編  

     

で、私はその

ブーツを買っ

ビビッて越え

に登りました

指導を受け始

望なチーフリ

のが規則で

ケは綿布に防

ンテクニック

上げると黒い

まりです。そ

でした。この

したあと翌朝

事帰り着きま

の中、３日が

せん。飯炊き

は豊富でキジ

から生まれた

くに滑落停止

ではどの山に

員が滑り止め

垂下降の場所

の輪がこし

取り替えた

しました。部

す。 
れるように大

余程の者でな

と合わせて二

は急傾斜でき

まで八方尾

す。このこと

本片山ＯＢ

度、「温故知

いただきます

新～ 山や

 「不帰

    

の兄に感化

ってもらい

えました。そ

た。 
始めたのが

リーダーにな

した。靴はネ

防水したも

クを習いま

い３点が見

それに呼応し

の時はザイテ

朝奥穂高に

ました。 
がかりでキャ

きその他の用

ジ場は上方の

た隠語です

止が目的で

にも鎖やハシ

めをします。

所を設けます

らえてあり

と書いてあ

部員はそのた

大半が辞め

ないと行け

二度行きまし

きつい練習

尾根北側で唐

とについては

がスピーチ

新」は発行元

す。話は一気

やの履歴書 

帰二峰北東壁

  本片山

されて山に

ました。 
その後縦走路

昭和１４年

なった先輩に

ネールブーツ

のを兄から

す。見上げる

えました。

して、３点が

テングラー

初めてピッ

ャンプサイ

用事に、あ

の這い松の中

。 
す。初日は全

シゴがありま

。翌日からは

す。３０ｍの

ました。最

りました。ザ

ためチョッ

ていきまし

ませんでし

した。突風に

でした。 
唐松岳北方に

は戦後、東京

チを依頼され

元の日本山岳

気に太平洋戦

～ 

壁を初登攀

山 数雄（

はまりまし

路は崩壊の危

年、今から６

に指導され

ツ、ピッケル

借り、アイ

る岩壁は残雪

リーダーが

がスーッと動

トを登り穂高

ケルとアイ

ト三田平へ入

とで“剱の大

中です。キジ

全員で山頂

ますが当時は

は分散登山

のアップザイ

近、部報を読

ザイルを肩

キを着てい

た。私は何と

た。 
にあおられな

にある不帰の

京独標登高会

れ、そこでお

岳会広島支部

戦争前夜にタ

攀」 

（１９３９年

た。１８才

危険から通行

８年前にな

て入山しま

ルは雪の山で

ゼンは部か

雪に輝き空

「ヤッホー

動き下って

高小屋で泊

ゼンで登り

入りました

大将”と言

ジ打ちはご存

に登りまし

はここだけ

でした。八

イレンをす

読んでいた

に廻す肩が

ました。ハ

とか付いてい

ないように

の岩壁登攀に

会からたび

お話された内

部にご了解を

タイムスリ

年入部／専

の頃、大山

行禁止にな

ります。初

した。日大

で必要です

から借りまし

は真っ青と

、ヤッホー

きました。

まりました

りました。小

。テントは

われた地元

存知でしょう

した。カニの

に針金があ

ッ峰上、下

るのにマニ

ら、昔は木

らみは重く

ーネス、エ

いけそうで

しながらア

に一夜ビバ

たび私に問

内容が日本山

を得て、その

ップします。

専経） 

に誘

って

夏の

は山

から

した。 
いう

ー」と

先発

た。二

屋の

１０

の佐

うか。

タテ

りま

半分

ラ麻

の根

、今

イト

した。

イゼ

ーク

い合

山岳

の時

。 



わせ

４名

日大

登山

念誌

 夏

米に

ルム

に入

 秋

い古

山日

 昭

を境

 １

の徴

 私

運に

の年

 そ

竜岳

した

州で

いて

ご清

 

日

もあ

ＯＢ

てる

せた

校生

た事

るこ

編

いま

報告

賜り

せがありまし

名のうち生き

大ルートだと

山史年表」（

誌」にも詳し

夏山は徳本峠

になり炊きつ

ムや北尾根５

入るようにな

秋には岳沢か

古したネール

日記に書いて

昭和１６年、

境に夏山合宿

１２月８日、

徴兵延期の特

私はあと３ヵ

にも１年の短

年までここに

その間、山岳

岳、谷川岳な

た。新たに軍

で勤め出した

て話しました

清聴ありがと

「復興を目

日本大学山岳

あり現日本山

Ｂより嵯峨野

る様最大のサ

たことは最大

生にとっては

事は意義の有

ことを感じて

 

 

編集担当とし

ますが、何か

告及び今後の

りたくお願い

編集後

した。この会

き残りが私だ

と言っておら

山と渓谷社

しく記載され

峠を越えて穂

つけに注意を

５、６のコル

なりました。

から逆層を登

ルブーツのネ

ております。

日支戦争が

宿はおこなえ

第２次世界

特典はなくな

ヵ月を残し繰

短期で再び上

に勤めました

岳部現役は身

などに行きま

軍需工場に勤

たのが７月で

たがそれ以降

とうございま

指す東北の

岳部・桜門山

山岳協会神埼

野、原田、村

サポートをす

大の喜びであ

は可也厳しい

有る事だと信

て頂ければ幸

しては出来る

かトピックス

の計画などを

い申し上げま

後記 

会は集中登攀

だけだったか

られました。

社）に、「北ア

れております

穂高涸沢へ入

を要する時代

ルから三峰チ

 
登り明神岳山

ネールが飛び

 
が緊迫し、山

えず各自が

界大戦となり

なりましたが

繰り上げ卒業

上京し就職し

た。 
身体向上とか

ました。しか

勤め始めたば

でした。幸運

降も引き続き

ました。  

の高校生富

岳会として

埼会長から本

木、大谷の合

する事を確認

った。不運に

い富士登山と

信じたい。彼

幸いです。 

る限り幅広

ス、近況等是

をＯＢの方

ます。（編集

攀をしていて

からのようで

。日大ルー

ア不帰二峰北

す。 
入ったこと

代です。そし

チムニーをネ

山頂より三本

びました。「

山岳部の活動

“隠れ山行”

り、われわれ

が理工系は

業となり昭和

しました。東

かで合宿が出

かし東京空襲

ばかりで二度

運というべき

き山行を重ね

     

富士登山のボ

この度の震災

ボランティア

合計５名が参

、嵯峨野ＯＢ

にも天候が雨

成ったが１

らの今後に、

く各ＯＢの

是非編集者ま

々に理解し

集担当：若林

て昔の記録か

です。各登

トについて

北東壁」と

もあります

して炊事班長

ネールブーツ

本槍を経て

「上高地、徳

動は自粛とな

”をしてい

れ男子は２０

１、２年遅

和１７年２

東芝系列のタ

出来るように

襲前に胃腸障

度目の招集が

きか原爆にあ

ねて参りま

     

ボランティ

災に対し何か

アに参加願い

参加、我々の

Ｂ、原田が最

雨交じりのハ

名の脱落者

、９合目の苦

方々に温故

まで問い合わ

して頂ける様

林、原田）

から登攀誌ク

攀初ルート

は「日本登

して記載さ

。北穂沢下部

長をやらされ

ツ、ノーザイ

松高ルンゼ

徳本峠の紅葉

なり春山合宿

ました。 
０才で徴兵検

れたようで

月に軍隊に

タンガロイバ

になり、私も

障害で休養の

が来ました。

あわずそこ

した。機会が

    

アに参加し

か出来ないか

いたいとのお

のミッション

最後尾の後方

ハッキリしな

者も無く各々

苦しい登りを

故知新として

わせ頂きた

様努力してお

クロニクルを

は甲南大学

登山大系・後

れています

部がキャン

れる頃でも

イルで登り奥

を下るパー

葉が綺麗だっ

宿は東北の飯

検査を受け

す。 
入りました

バイトとい

もＯＢとして

のため会社を

。６月末に広

で終戦を迎

があればまた

    （次

して」２０

かを模索して

お話を伺い、

ンとして安全

方支援を担当

ない天気で東

の高校生が

を思い出して

て原稿を寄稿

くお願い致

おりますが是

を作るのに

学ルート、大

後立山編」（

す。「日大山岳

プサイトで

あります。登

奥穂を廻って

ーティーに参

った」「足に

飯豊山に移

ることにな

た。広島の砲兵

う軍に納入す

て剱岳の夏

を辞職し郷里

広島の部隊で

迎えました。

たお話させ

次号、後編に

１２年７月２

ていた時、桜

学生１名（横

全且つ高校生

当し、無事全

東北から来ら

が何らかの思

て、苦しさの

稿して頂ける

します。ま

是非ご意見等

当時のメン

大阪薬専ルー

白水社）、「

岳部８０周

でした。当時

登攀はジャ

て帰るグル

参加しました

豆が出来た

移りました。

りました。

兵隊でした

する会社で

山合宿、春

里の呉に帰

で支度をし

以上、戦前

ていただき

に続く。）

２１日、２２

原田 洋

桜門山岳会Ｏ

横山３年部員

生全員が頂上

全員の登頂を

られた７０名

思いを持って

の中に達成感

る様お願い

た、学生の

等有りまし

バー

ート、

日本

年記

は外

ンダ

ープ

た。使

た」と

これ

学生

が幸

終戦

の五

りま

て九

につ

ます。

日 
洋 
Ｂで

員）、

上に立

果た

の高

登っ

感が有

して

活動

たら


